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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年1月27日(2011.1.27)

【公表番号】特表2010-513579(P2010-513579A)
【公表日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-017
【出願番号】特願2009-540712(P2009-540712)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  19/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 498/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/46     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   1/04     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   1/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  19/02    ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｂ  67/10    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ａ
   Ｄ０６Ｐ   5/00    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３９１　
   Ｃ０７Ｄ 498/04    １１１　
   Ａ６１Ｋ   8/46    　　　　
   Ａ６１Ｑ   1/02    　　　　
   Ａ６１Ｑ   1/04    　　　　
   Ｄ０６Ｐ   1/44    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月2日(2010.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棒状形Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッド３７。
【請求項２】
　長さ０．５～３０μm、幅０．０５～１μm、および平均厚さ０．０１～０．２００μm
である、棒状形Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッド３７。
【請求項３】
　請求項１記載の棒状形Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッド３７の製造方法であって、
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（ａ）粗Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッド３７を、極性溶媒に、高温で、所定期間、分散
および部分的に溶解させること
を含み、ここで前記極性溶媒は、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルウレア、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアセトアミド、Ｎ－メチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ
）、およびＮ－メチル－ピロリドン（ＮＭＰ）からなる群より選択され、そして、高温は
、１００℃から溶媒の還流温度を意味する、製造方法。
【請求項４】
　溶媒がＮ－メチル－ピロリドンである、請求項３記載の方法。
【請求項５】
　工程（ａ）において、顔料を１２０℃から還流温度に加熱する、請求項４記載の方法。
【請求項６】
　請求項３～５のいずれか１項記載の方法にしたがって得ることができる、棒状形Ｃ．Ｉ
．ピグメントバイオレッド３７。
【請求項７】
　請求項１、２または６のいずれか１項記載の棒状形Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッド３
７を、着色有効量含有する、高分子量有機材料。
【請求項８】
　請求項１、２または６のいずれか１項記載の棒状形Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッド３
７を含む偽造防止材料。


	header
	written-amendment

